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2007 年現在、イギリスで販
売されているウィジェット入
り缶ビールの例。左から「ギ
ネス」、「キルケニー(ギネス
のブランド)」、「マーフィーズ
(InBev 傘下)」、「ビーミッシ
ュ」。 
すべて 500ml なのだが、ギ
ネスのみ缶の高さが低い
のに注目。ギネスは充填技 

 

ウィジェットを取り出してみる。ボール
型の 3 つは、左から、「ギネス」と「キル
ケニー」（両方ともギネスなので同じ
ボール）、「マーフィーズ」、そして「ビー
ミッシュ」のもの。 
ギネスのものが一番シンプル。パテ
ントがあり他社はやや複雑な構造を
とっている。 
ビーミッシュのボールには若干ビー
ルが入っているのが見える。 
なお、上のロケット型は、壜のギネス
用（次ページ参照）。 

 

ギネスは、2006 年からイギリス限定販売で「家庭用サージャー」、または「ウィジェット

なしでウィジェットと同じ効果を出す器具」を販売している。 

グラスの下の黒い器具がそれ。ウィジェットなしでつめられたギネスビールはグラス

に注いでも泡が立たない(左)。ところが、ボタンを押すと一瞬でグワッ！という感じで泡

が出て(中)、しばし待つと程よいクリーミーな泡ヘッドができる(右)。楽しい！！ 

 

 「サージャー専用のビー

ル」。ウィジェット入りだ

と 330mlしかはいらない

缶(同じサイズの缶)に

375ml 入る。 

最初に器具を買わね

ばならない(専用コップ

やビールもついて 16.99

ポンド)が、そのあとはい

つも余分にビールが飲

める！ 

 

 

原理は超音

波振動 

(業務用サー

ジャーのパン

フレットから) 

 

 

ギネスの泡の科学。0.05mm

以下の泡は側壁で下がる、

（Fluent 社の資料から） 

 

 

試しに普通のラガ

ービールでやって

みると、、、泡だらけ。 

 

 

（参考資料）「ウィジェットなしでウィジェットと同じ効果！」 
 

 

術の改善で少ないヘッドスペースでも安定してウィジェット入り缶ビ
ールをつめている。酸化リスクも減るし、当然、容器コストも安い。 
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意味 1) 「からくり、仕掛け、小道具：イギリス口語の古いいい回し」（あまり使われない。記載していない英和辞書もある。） 

意味 2) 「缶ビールに入っている、窒素ガスなどを蓄える小さな容器」（普通の英和辞典には載っていない。）ギネスが有名で、今や widget という言葉はギネスの登録

商標。英国・アイルランドではギネス以外のビール各社もよく使用していて、英国では市販缶ビールの過半はウィジェット入り。びん詰めビール用もある。 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数年前まで使われていたディスク
タイプ。日本では「UFO」という名前
で広告されていた。缶底に固定さ
れた状態、すなわち液中に沈んだ
状態で使用される。 
現行のフローティングウィジェットに
比べると、コストが明らかに高そう。 

2002 年にギネスが上市した壜
用のウィジェット、通称「ロケット・
ウィジェット」。 
ややとがったほうが上になるよ
うに位置が決まっている。また、
羽がついていて壜口から出な
いようになっている。 

ギネスドラウトに使用されているフローティングウ
ィジェット。缶シーマー直前に液体窒素を滴下す
ることでヘッドスペースとウィジェット内が加圧さ
れた状態になる。 
ウィジェットは液面に浮いた状態で小さな穴（写
真ではわかりにくいが上の矢印の部分。0.2mm の
穴）は液面下に沈む設計。 
なお、左の缶は 2005 年末からの 202、右はそれま
での 204。（蓋のサイズ） 

 

ギネスのパテントを避けた形で、イギリス
のビールメーカーたちは各種のウィジェッ
トの開発競争をしてきた歴史がある。 
写真は、2000 年ごろの Boddingtons の金
属製のフローティング widget。小さな容
器の上下に極く小さな穴の開いたプラス
チックバルブが付いている。（写真は真っ
二つにカットしてある。） 
Boddingtons ブランドはいまや InBev 傘下
で、ウィジェット（最新版で MkIV と呼称）
は 1 ページ目のマーフィーズと同じ。 
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基本となるギネスのパテント、1985 年出願の英国特許
8529441。アメリカ特許は 4832968。 
他社のパテントはどうかというと、構造の差であったり、
または単に「窒素を放出」と「窒素とビールの混合物を
放出」という表現だけの差であったりする。パテントは難

しい。 

上：1989 年、ディスク型のウィジェットが市販
開始。The Independent 24.12.92。 
下：1997 年からボール型のフローティングウィ
ジェットが上市。Beverage Japan Feb. 98。 

イギリスで「キャップにウィジェット機能を持たせる」
というプロジェクトを推進した人がいた。「Gismo」と
いう名称で、ビールよりむしろ清涼飲料をターゲッ
トにしていた。 
下の写真は、当社の「地ビールパッケージニューズ

99 年 10 月号」に掲載した実物写真。 
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日経新聞 1994 年 7 月 28 日の一面広告。当時、ギネス
は日本ビールさんが扱っていた。 
ディスク型のウィジェットを「UFO」と称して PR している。
窒素、という言葉も使用して機能を説明している。 

「クンツェ」（ビール関係者は皆さん知っている
有名なビール解説書）には、ちゃんと widget
の解説ページがある。 
下の写真には結構いろいろな形状がみえる
が、これらはすでにフェードアウトしたものばか
り。詳細技術には触れていない。 

（参考資料）上：「セラストリーム」、ホローファイバー
を通じて、ディスペンス直前のビールに窒素ガスを
吹き込む。スーパークリ―ミーな泡のビールができ
る。2007 年現在、生産中断。 
下：2006 年発売の「プライムタイム」には「原材料：麦
芽・ホップ・窒素」の表示が。 

以上(text: t.k.) 
Tidbit ミニ知識： 

窒素：窒素の「窒」は「穴」と「至」からできた文字。「穴が至る(一杯になる)」から「ふさぐ」という意。窒息など。（角川、新字源漢和辞典） 

Azote(アゾトゥ、アゾーテ)：フランス語やイタリア語の窒素。ギリシャ語起源。「呼吸を困難にする」の意。（白水社。仏和辞典）漢字の意味に似ている。 

Nitrogen（ナイトロゲン）：英語の窒素。ニトロ（硝酸化合物）と gen（生じたもの、という接尾語）の組み合わせ。（研究社、英和辞典） 
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